
 

共通シラバス「コーチングを理解しよう」30 時間分 

 

授業科目名 コーチング論（基礎） 実施時期 1 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 2 単位 30 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者として、様々なコーチングに携わ

るものが身につけなければならない知識・技術について解説する。 

【到達目標】 

①コーチングの基礎知識を習得する 

②コーチングに必要なスキルについて体験する 

回 学  習  内  容 

1 コーチングとは コーチングとコーチを定義する 

2 グッドプレーヤーを育てるグッドコーチとは 

3 コーチングの目的としての４Cs プレーヤーズセンタードなコーチング 

4 コーチに求められる役割① JSPO 公認指導者が負う責任と求められる役割 

5 
コーチに求められる役割② コーチの果たすべき役割 

安全なスポーツ環境の構築(予防)と問題発生時の対処法 

６ コーチに求められる知識とスキル① コーチング文脈 専門的知識 

7 コーチに求められる知識とスキル② 対他者の知識 対自己の知識 

8 対他者力を磨く① コミュニケーション・リーダーシップスキル（演習） 

9 対他者力を磨く② プレゼン・ファシリテーション・その他スキル（演習） 

10 対自己力を磨く① コーチの学び コーチのセルフマネジメント（演習） 

11 対自己力を磨く② さまざまな思考法や伝達法（演習） 

12 スポーツの意義と価値① スポーツ意義・価値を考える必要があるのか 

13 スポーツの意義と価値② 社会・文化としてスポーツの価値と文化的特徴 

14 スポーツの意義と価値③ スポーツ宣言日本 オリンピズム 

15 時代をリードするコーチング 女性コーチとスポーツを通した女性の社会進出 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書  



 

共通シラバス「現場・環境に応じたコーチング」30 時間分 

 

授業科目名 コーチング論（実践） 実施時期 1 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 2 単位 30 時間 

担当者名 

1～7,14,15 回：前坂 宣明 

（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

8～13 回：中村 拓人 

（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、 

KUROBEアクアフェアリーズトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者として、様々なコーチングに携わる

ものが身につけなければならない実践的な知識・技術について解説する。またバレーボー

ルのトップリーグである V リーグにおける活動・経験を紹介する。 

【到達目標】 

①実践的なコーチングについて理解できる 

②スポーツ組織のマネジメントについて理解し体験できる。 

回 学  習  内  容 

1 コーチング環境の特徴① ジュニア期のコーチングの留意点 

2 コーチング環境の特徴② 年齢区分からみたコーチング 至適年齢 遺伝の影響 

3 コーチング環境の特徴③ 運動部活動でのコーチングの留意点 

4 コーチング環境の特徴④ 中高年者へのコーチング（運動指導）の留意点 

5 コーチング環境の特徴⑤ 性別を考慮したコーチング 

６ ハイパフォーマンススポーツとは何か？ 

7 ハイパフォーマンススポーツの本質～良き競い合い～ 

8 KUROBE アクアフェアリーズでのコーチングの実際 

9 KUROBE アクアフェアリーズでのコーチの役割分担 

10 スポーツ組織のマネジメント① 

11 スポーツ組織のマネジメント② 

12 V リーグチームのマネジメント① 

13 V リーグチームのマネジメント② 

14 チームマネジメント演習 

15 チームマネジメント発表 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書  



 

共通シラバス「コーチングを理解しよう」22 時間分（1～11 回 中村） 

      「現場・環境に応じたコーチング」8 時間分（12～15 回 梅野） 

 

授業科目名 スポーツ概論 実施時期 1 年次 後期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 2 単位 30 時間 

担当者名 

1～11 回：中村 拓人 

   （理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

12～15 回：梅野 晃 

   （理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 理学療法士がスポーツに関わるうえで必要な基礎知識を学習する。また、自らがスポー

ツを行うことで、スポーツ動作への理解を深める。 

【到達目標】 

・スポーツ動作を理解する 

・スポーツ障害・傷害の基礎知識、対応を習得する 

回 学  習  内  容 

1 スポーツを定義する 

2 スポーツとは（グループワークと発表） 

3 スポーツの価値とスポーツ権 

4 スポーツガバナンスとコンプライアンス 

5 スポーツ現場における暴力とハラスメント 

6 スポーツのインテグリティとアンチドーピング 

7 フェアなスポーツとは（グループワークと発表） 

8 スポーツ事故における法的責任（理学療法士、スポーツ指導者として） 

9 スポーツ仲裁 

10 スポーツ倫理 

11 理学療法士、スポーツ指導者としてスポーツに関わるためには（グループワークと発表） 

12 障がい者とスポーツとは、現状課題 

13 障がい者のスポーツ指導者の育成、障がい者スポーツに関わる理学療法士 

14 障がい者スポーツ演習１ 

15 障がい者スポーツ演習２ 

授業形態 講義、演習 評価方法 受講態度 

教 科 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書 なし 



 

共通シラバス「グッドコーチに求められる医・科学的知識」38 時間分 

授業科目名 スポーツ医・科学論 実施時期 1 年 前期 

授業回数 90 分×19 回 単位・時間数 2 単位 38 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者として、求められる医・科学的知識 

技術について解説する。 

【到達目標】 

①スポーツトレーニング計画の基礎知識を習得する 

②スポーツに関する栄養・医学的知識を習得する 

③アンチ・ドーピングについて基礎知識を習得する 

回 学  習  内  容 

１ 
スポーツトレーニングの基本的な考え方と理論体系① 
スポーツトレーニングサイクルとは スポーツパフォーマンス構造論について 

２ 
スポーツトレーニングの基本的な考え方と理論体系② 
トレーニング計画論について 

３ 
スポーツトレーニングの基本的な考え方と理論体系③ 
トレーニングと休養のバランス 

４ 体力トレーニングの原理・原則について 

５ トレーニングの種類について 

６ スキルトレーニング① スキルトレーニングとは 

７ スキルトレーニング② スポーツバイオメカニクスについて 

８ スポーツと栄養① ５大栄養素の役割と特徴 

９ スポーツと栄養② 基本の食事 

１０ スポーツに関する医学的知識① スポーツと健康 アスリートの健康管理 

１１ スポーツに関する医学的知識② アスリートの内科的障害と対策 

１２ スポーツに関する医学的知識③ 女性アスリートの障害と対策 

１３ スポーツに関する医学的知識④ スポーツによる精神障害と対策 

１４ スポーツに関する医学的知識⑤ 外傷・障害の予防 

１５ スポーツに関する医学的知識⑥ コンディショニングの手法 

１６ スポーツに関する医学的知識⑦ 救急処置（救急蘇生法） 

１７ スポーツに関する医学的知識⑧ 救急処置（外科的応急処） 

１８ 
アンチ・ドーピング① アンチ・ドーピングとは アンチ・ドーピングの歴史 
WADA 及び JADAについて WADA 規程及び我が国の対応 

１９ 
アンチ・ドーピング② アンチ・ドーピング教育、啓発活動 ドーピング検査 
禁止薬物と治療使用特例(TUE) スポーツ指導者の役割 

授業形態 講義、演習 評価方法 レポート 

教 科 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書  

 



 

共通シラバス「グッドコーチに求められる医・科学的知識」16 時間分 

 

授業科目名 心理学 実施時期 1 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 2 単位 30 時間 

担当者名 大石 昂 

【授業の概要・目的】 

「病は気から」とも言われるように、心と体は密接につながっている。その「心」につい

て科学的な理解を得るために必要な心理学の基礎と方法を広く学ぶとともに、パーソナリ

ティ検査を体験し、自己理解を深める。 

【到達目標】 

①心理学の基礎知識を習得する 

②心理学の toolを利用して自己認識を深める 

回 学  習  内  容 

1 心理学史 心の謎 

2 感覚と知覚 1 視る 

3 感覚と知覚 2 聴く 

4 感覚と知覚 3 知覚の障害 

5 学習と記憶 1 条件づけ 

6 学習と記憶 2 学習（運動学習を含む） 

7 学習と記憶 3 記憶 

8 思考 

9 パーソナリティ 1 性格検査・性格判定 

10 パーソナリティ 2  パーソナリティ理論 

11 動機づけと感情 行動の仕組み・理性と感情 

12 スポーツと心理的サポート 集中力・あがり・スランプ・ヒューマンエラー 

13 心理的コンディショニング、イメージトレーニング 

14 心理測定 1 見えないものを測る 

15 心理測定 2 心を測る工夫 

授業形態 講義 評価方法 レポート、学期末試験 

教 科 書 『心理学 心のはたらきを知る』梅本尭夫、ほか／サイエンス社 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 



 

共通シラバス「グッドコーチに求められる医・科学的知識」8 時間分（4～7 回） 

 

 

授業科目名 スポーツ解剖学 実施時期 1 年次 前期 

授業回数 90 分×15 回 単位・時間数 2 単位 30 時間 

担当者名 

1～3，8～15 回：酒井 吉仁 

（理学療法士：運動器・スポーツ専門理学療法士） 

4～7 回：髙原 美恵（理学療法士：運動器・スポーツ認定理学療法士） 

【授業の概要・目的】 

 人間の生活行動のための身体の仕組みと働きについて学ぶ。また、疾患・障害の病態や

発生メカニズムを理解する上で不可欠である身体を構成する筋・骨格系（運動器）の構造

と機能について学ぶ。 

全身の骨・関節・筋の基本構造と機能について学ぶ。 

【到達目標】 

①身体の仕組みと働きについて説明できる 

②骨・関節の構造と機能について説明できる 

③筋の構造と機能について説明できる 

④靱帯の構造と機能について説明できる 

⑤スポーツにおける基本動作（走跳投打）を解剖学的に説明できる 

回 学習項目 学 習 内 容 行動目標 

1 

専門用語 

人体区分と骨 

専門用語について説明できる 2 方向と運動の面と軸 

3 運動用語（関節と各種運動） 

4 

身体の仕組みと 

働き 

骨の構造と機能 

身体組織の構造と機能について

説明できる 

5 関節の構造と機能 

6 筋の構造と機能 

7 神経の構造と機能 

8 

人体区分における

骨･関節･筋 

肩甲帯・上肢の骨と関節 

身体組織の構造と機能について

説明できる 

9 

10 上肢の筋と運動 

11 
骨盤帯・下肢の骨と関節 

12 

13 下肢の筋と運動 

14 脊椎の骨と関節 

15 脊椎の筋と運動 

授業形態 講義、骨・筋模型を用いた演習 評価方法 筆記試験 

教 科 書 
『分冊 解剖学アトラスⅠ 運動器』平田 幸男 訳／文光堂 

『基礎運動学』中村 隆一／医歯薬出版 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 


